
理科離れを未然に防ぐための化学質問箱の充実
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１ はじめに

児童・生徒の中には，理科 (化学 )の授業内容についていけず，理科 (化学 )の現象や考

え方 (概念 )が充分に理解しきれず，つまらなくなり，そのまま理科嫌いになる児童・生徒

がいる．本研究の１つ目の目的は，そうなる前に児童・生徒に理科 (化学 )の現象や考え方

を理解してもらうことである．理科 (化学 )の面白さは実験を通して伝えられることが多い．と

ころが，特に理科専修以外の出身の小学校教員の中には，化学系実験の一番の基礎で

ある濃度計算や調製方法を修得していない小学校教員が多数おり，実験を嫌うので理科

離れの原因の１つになっている．本研究の２つ目の目的は，このような教員にも授業中

に，なるべく多くの実験をやってもらうことである．そこで，理科離れを少しでも未然に防ぐ

ために，理科 (化学 )の学習や実験を支援する目的で，化学研究室のホームページを開発

し，管理・運営している．

２ ホームページの充実

少しでも多くの人に理科 (化学 )現象や概念を理解してもらうために，理科 (化学 )に関す

る｢質問箱｣を設け，必要に応じて日常生活に置き換えて (メタファー )分かり易くe-mailで回

答し，他の閲覧者のためにホームページにも回答集を公開している．本年度は約90件の

質問に回答した．質問内容から判断して，質問者は多い順に高校生 (36%)，大学生 (34
%)，企業等 (18%)である．その回答例を次に記載する．

名前：芦田 実 日時：2007年09月24日 12時20分00秒

みか 様

質問492 中和滴定についてなんですが，滴定後，放置しておくと赤色が消失するの

はなぜですか？教えてください．お願いします．

回答 pH指示薬にフェノールフタレインを使用して，塩酸等の酸を水酸化ナトリウム水

溶液等の塩基で滴定しているものと想像します．滴定終了直後は塩基がわずかに過剰

（半滴～1滴）で水溶液が赤紫色（pH9前後）に変化しています．空気中には二酸化炭

素がありますので，これがゆっくりと溶け込んで，水溶液が無色（ pH8以下）に戻ってい

きます．pHが最終的にどこまで下がるかは，実験してみないと分かりません．純水を空

気中に長時間放置した場合には，やはり二酸化炭素がゆっくり溶け込んで，pH5.5程度

まで下がります．なお，フェノールフタレインの変色域は pH8.3（薄桃色）～ pH10（赤紫

色）です．この領域より小さいpHでは無色，大きいpHでは赤紫色です．ただし，強塩基

性ではフェノールフタレインは再び無色になります．

埼玉大学教育学部理科教育講座

芦田 実

｢溶液の作り方 (濃度計算，調製方法，注意事項 )｣と｢酸－塩基滴定の Javaシミュレーシ

ョン｣に関する自動サービスを開始している．本年度はｐＨ指示薬の色見本およびシュウ

酸とシュウ酸ナトリウムの水溶液の作り方を作成し，ホームページに公開した．予備知識

が不要で，インターネット上で実行可能である．さらに，パソコンだけ（オフライン）でも実

行できるように，ダウンロードサービスも開始している．定量分析のシミュレーション（水酸

化ナトリウム＋炭酸ナトリウム等と塩酸の混合滴定，シュウ酸や過酸化水素または硫酸鉄

と過マンガン酸カリウムの酸化・還元滴定）を作成し，ホームページに公開した．それらの

一例を次に記載する．



３ 研究発表（1～3の雑誌URL = http://www.juen.ac.jp/scien/cssj/cejrnl.html）
1) 芦田実，遠藤尊士，新保佳奈美，溶液の濃度計算と調製方法のインターネットによる自動サービ

ス －固体無水物の溶解度－，化学教育ジャーナル(CEJ)，第10巻第1号（通巻18号）発行2007年12
月27日／採録番号10-2／2007年9月4日受理(2007).
2) 芦田実，深澤晋，柳沼杏菜，溶液の濃度計算と調製方法のインターネットによる自動サービス －

二酸化炭素と石灰水 －，化学教育ジャーナル(CEJ)，第10巻第1号（通巻18号）発行2007年12月27
日／採録番号10-3／2007年9月4日受理(2007).
3) 芦田実，谷津勇太，新山拓也，定量分析シミュレーションのインターネットによる自動サービス －

酸・塩基滴定－，化学教育ジャーナル(CEJ)，第10巻第1号（通巻18号）発行2007年12月27日／採

録番号10-4／2007年9月6日受理(2007).
4) 芦田実，理科離れを未然に防ぐために理科(化学)の実験や学習を支援するホームペー

ジの開発，平成18年度～平成 21年度科学研究費補助金 (基盤研究 (C)(2))研究成果報告

書 (平成19年度分冊 )，108頁 (2008).

４ 化学研究室ホームページのＵＲＬ（アドレス）

本館 http://www.saitama-u.ac.jp/ashida/ 縮小版 http://www1.edu.saitama-u.ac.jp/users/ashida/
別館１ http://www.geocities.jp/ashidabk1/ （閲覧のみ）

別館２ http://ashidabk2.hp.infoseek.co.jp/ 別館３ http://www7.tok2.com/home/ashidabk3/
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